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みみさえすればにくなでもってみあう
がとて れる２つの!であるが"じつは"スラヴ#からバルト
#へ"もしくはその$%&にも"'き(いた)#*+の,-があるわけでは
ない.いずれかの/0"とりあえずは"スラヴ#に12する*にはしかる
べき34しを+する56がある.これは"78に56である.しかし9:
はと;うと"わが<ではスラヴ#=>?それが@をAするのかは"Bず
と7らかになるCにDEするというのでもなく"そのうちのひとつの;"
たとえばFGHのロシアのみをIJKLとするMN"せめてスラヴ!の
=Oを4すスラヴ#のPにたとえでもみQればRちにSるか
すTUさえVちWない"VとうとXまない*がYZである.じつに[\
しい9:である.あるいはまた"ロシアをもそのひとつとして]まれるス
ラヴ^に1わる*の_が`してaなくないbで"ロシア#"あるいはス
? C
１ cdであればe/なfgからhめてしっかりとしたijをもってすすめるべきなのがklな
であるが"mnと'きlたりばったりで りoんできたために"pqのrpstはu*
Bvにさえwかにはxyできない.zいに{のないかにえる?じっさい"{がないのか
も|れないC}れ~をなんとかぎぎしてみたいというのが"のcである.
はc?CにおよそしくないuとOであるが"cはu*にとっ
てもなGのMであったこともE:であるので"cのあちこちにする
をい
げてをぐをすることになるのもまた"cがもっともし
いであろう.のkからののに の¡が¢まることを"どうか£とされ
たい.それとともに"ロシア?をはじめとするスラヴCの#¤が¥¦なくバルト
の#¤にR§することを¨って©まないことを"の_aないª*に"っに«え
ておきたい.
ラヴのをしながらも	
のとしてとらえればスラ
ヴとにおいてなにあるバルトもしくはそののいずれ
かのにをつことにいりさえもしないとなるとわがのロシ
アスラヴがにしてきたなな が
!の"#な
レヴェルにさえもあえて$をそむけてきたとわなければならない%&'は
()*にロシアスラヴの+を,じてきた-.たちをこの/0に1っ
ては2345と6じて7るものではない%89わがのバルトリト
アニア:;の<=けは
２
>ずしもスラヴ?にざす.たちではなかった%
やがて@２AB@３ABとCびDるABEのバトンタッチのでスラヴ
?にざす'そうでない'もFめてGHのわがにおけるバルト:;
のともえるIれがJうじてKLされMにっている%ただそのIれ
はつねにNもすればOりPえQせてRSTUとしてさえVらないほどの
WういIれである%
さて&'のXつYZであるが[\に]してえばまさに2バルト^
_とスラヴ^_の`E5にaをbめABとしては@２ABにcたる
のであろうが@１ABの-dからefのghをiけたわけでもなくまた
jの@３ABをkLしたわけでもない%ABとしても`Eであり:;=l
としてもいまだmnではopしていないバルトqスラヴをしている
だけで(らをrりsってみてもtのuえないvwとしたxyにzう{|の
}がある%~のひとつがまさに2`E5の:;2E5の:;である
ところにある%しかも2E5にいんだのも(らのというより
かのせるである%
!においてはにいわゆる2バルトqスラ
ヴ'5がいないわけではないがやはり89では	
の
から2バルトqスラヴ5にアプローチするかもしくはスラヴ
の=lを;めつつバルトにまでをげることによって^ある
^ _
２ <=けを@１ABSわがにおけるGHのバルト:;を&'はに３ABに
=している%  	
	 ^_の 

	
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いはそのもあるかもしれないにバルトスラヴ	
にアプ
ローチするかのいずれかであるなくともえることはにおいては
	
のくがそしてだたるスラヴ	
のがバルトス
ラヴ	
のであるバルトスラヴ	
３
にしての
をしているこのだけでも り!しになるが"#にはでう
ところのスラヴ	
はいないましてやバルトスラヴ	
はいない
ということになるもちろん$も%めてであるでは$が&い'
んだバルト	
とスラヴ	
の()とはどのような*+であるのか
たして*+と,び-るものであるのかどうか.うによりオーソドッ
クスに/をに0めて11と23して4に056の78な9
を-ることの:;を<して=0するものではないが/の>?めが@ず
しもABでないところをあえてCで>Dえてある56のEFをつけてG
Hにヒットするか=かをIJするとでもえるようなKLMNのOPQR
とOPSTがあってもよいのではないかUVWXよくYわるZ[はどこ
にもないただ1を\える()OPを]り!っていささかの^_`a
のbcをdりつつefびをgれhiをjけるわがkのロシア	
スラヴ
	
にlするmnのoをあえてpするのがmqの:rであるなぜロシア
	をsえるがtuのvwでバルト	にかかわっているのかというxが
あるはずもないがyがそのようなxをz0しての{|のつもりでも
} 
３ 	
と~に,されるがこれをテーマにするOP
はえげるだけでものオーダーになる$ははにしてと,べる
もののでこのテーマをりあげた}バルトスラヴ	への
}このテーマはに$のにあったといってよいがびこのテー
マにりんだものとしてはバルトスラヴ	lのOP}k	
 OP
  があるくらいで.い¡したかのようにあちこちですることはあっても
¢£からこのテーマをりげることはついになしえなかったその:¤で^らバルト
スラヴ	
にりんできたとはとてもえずせいぜいバルト	
とスラヴ	
の(
)を¥¦ってきたとうほかないのであるなおバルトスラヴ	の
§してバルトスラヴの¨©についてはª«の１¬}バルトスラヴ
¨­ 
においてUの®¯で°±できる²りを³´とともにりまとめておい
たその4の1bりの)がこのをどれほどµり¶げてきたかはいに·¤あるところ
であるが$にはもはやそれをまとめて¸にする¹も)もないさらにえば$がこ
のにlしてどのようなº»にあるかと¼われても½ちに{|する¾¿もまたÀÁ
もない
ある
１ 
もともとののというわけではなかったでは４	
もっぱ
らロシアをんだがにんでまでさらにロシアでもあるまいと
いうりがあったはロシアにさほどのがなかったのかもし
れないそれでもロシアにかかわっていたおでのかか
の１にされていたバルトスラヴ !"#がロシアの$%&
'に(の)を*めていたその+,はロシア-れ#の.&で/012
345607して45#と8していた9の:に;ぶ<びた=4
>を?@にAをBげてCるDに=4>もEずんでよくFみとれないややG
Hの１Iがふと.にとまりとりJしてページをKってみたもしこの3
この１IのあるLのMを!らずロシア-れ#の.&をNたず=4
>もはっきりえないこの１IをOきJしPいていなければQRのそのS
のTUはロシアをVWとしてオーソドックスなスラヴ1XいYZで
の9になっていたことであろう[なくとも\]に^る_H`aにはなって
はいなかったであろうbにしてcえばかにdeされてふとこのfI
にHがgびたようなhもしないわけではないがおそらくQRのcいiごし
であろうともかくも=4>ではjFできないそのfIのタイトルはDk
lに
	





とあった

はmnopなどとqされロシア
やリトアニアでも	
	
などrsにk
\されるが23はそれまでのtuをvえたwであったただ

1
9が<プロシアをxすyであることにはzち
にそれとcい2たった<プロシアについての{|tuはバルト}に
1 9
４ 	19の~である
するですでにであること	バルト
にはにも
われているとしてリトアニアとラトヴィアがあること	したがって	
バルト
はこれら３からなるの１
であること	といった
であったじつはその	まずはリトアニアをすることからバ
ルトにり	そこからバルトスラヴにげようかとと
えていた に	ロシア!れの"#と$いたのはその%&であり	ま
さにその"#に'わせるかのように(び)んできたのが のこ
の*+,-	./01と2ぶ3であったのである4びもしもでえ
ば	この*が5プロシア67のものではなく	リトアニア67の8
9な*であったら	バルトスラヴに:;から<り=むことになっ
ていたかもしれないどうやら２つの>で?に@ABCをDEするこ
とになったということは	ある%&ではFであったのかもGれない
ところでこの./01	"HにIってあちこちをJていくにつれて	どう
やら5プロシアに6するかなりKLMかつNOなPQであることが	RS
にTかってきたUからすればVWXくYの5$のZ[であるが	その
?の5プロシアBCの\]を^してもいまだにKLMなPQであること
に_りはないさてその./01の`aであるが	"HにIって	このPQ
が<りbう5プロシアDcがdつefとの6gでhiしてみよう
jkMlいmn+	ページT	これについてはあとでoれる3にpくLq
のZTはrきくTけると	


の３Zstで
あるひとつののテキストとnuとv$+wx3を*にまとめたも
の	とyえればzの_{もない|の}~Mな$のようであるが	
さらにつぶさにJていくうちにHのようなことがHにらかになってくる
まずテキストのZTは	ページT	pくnu+qとqにTかれる3
がページT	そしてv+には_をもしたw3が
ページTといったページTになっているは	このページTはか
なりFMななのであるzよりものテキストのページが
+ 3
のこののフォーマットとしてなであることが	である
す
なわちここにプロシアのするのすべてがまれているの
である
そのでの 	
である
なおプロシアの
は
５
すべてドイツからのテキストかドイツとの
でありページのテキストのにはするドイツも !され
ているので"#のプロシアとしてはさらにその２の１とい
うことになる
つまりややギッシリつめた$%の&'にしてしまうと
ページ()の*のテキストがプロシアのするすべての
ということになる
+に,-.はページ/らずとも"0ページ(
)ともえるテキストに1づいて2345の67-89:から;<=>
されたプロシア-である
また,?@2AB;.はCにDEのペー
ジでFしたGテキストに$れるすべてのHとそのIJ2KLI;を?
@IJでM!したものである
すべてのHとIJがINCのOFおよび
P$QRとともにFされている
SにテキストにおけるHやIJの
RTUVについてはこの'WXにおける'ページとYがそのZ[\に
2 ;
５ プロシアのについては]に^れて_`にabしてきた2cdefg３g
３など;
ここでは8hiの9:からjk)lmLしておこう
テキストのnは３o
がp`されるがいずれもドイツからのである
*8にqdのものはエンキリディ
オン2		rsBtとされる;ともuばれるv３カテキズム2
;で
ある
v３というからにはv１v２とuばれる`oのカテキズムがあるようにwけxられ
るが"Nはv１カテキズムとv２カテキズムはほぼykz{でいずれも\にPWさ
れた|Wとv２W2}~W;のにある
さらにえばほぼykz{のv１v２カテキ
ズムはそのままv３カテキズムのにykz{がまれている
v３カテキズムはルターの
カテキズム2rt;のであるといえばもっとも8なz{のabであろう

ということはv１v２カテキズムとuばれているものはv３カテキズムの,W.
2きわめてLされている;あるいは,.IJによるをした,.のみ
のテキストである
&'にすれば２ページにもたない
これにして\にPW
されたv３カテキズムはの&'でページある
nによればプロシア
テキストはこのv３カテキズムのみとってもいのであるがCのようなつきで
8に,３o.ということになっている

これにして２oのであるがとともに２oをでabしておくとエルビ
ンク2	 !"
i;とシモングルナウの
2!"
	#	i;である
２oのに
のHもありまたCテキストのHともするものがあるがのからえ
ばこの２oのがなければプロシアのはきわめてでったものになっ
ていたであろう
そのでたとえOに れがありそのまま¡¢できないにしても
テキストに£らず	なであるとわねばならない

わたってのとして	に
いられてきたほどであるいかに
このがにわたってでありけてきたかがしれよう
はのによってさらにコンパクトにまとめることもできようが
ずっとにされた にはさらにヴォリュームの!きいものもあり
６
"#$%のの&'がとりわけ()に*ぎるわけではなく+,なヴォ
リュームと-えよう./する-012に3づき45あるいは6される
789でのということになるのでいずれにしてもの:
;にさほどの!きい<が=じようもないそして>?&'に@ってはA
0BA0CDをEFするというGHのIではほとんどJK	なヴォリュー
ムである
さてこのようにLてきた の"#$%は,MはN の
７
/
もOらなかったがPQRにしたSプロシア0にTするUVが	WXのS
プロシア0YZの3[\の3[でありSプロシア0YZに]り^
む_で`aのb2とRcきとなったことはdeにとってfいであったとい
えるただバルト0YZのghがSプロシア0の-0YZになったことは
iからjえばkRlmの`たるものであったnしているわけではな
いがoQpれるばかりであるともかくもほかにRがかりもなく`q
にrったのもsかのtuかとvwしての"#$%U に]
りxかることとyzしてSプロシア0の{zYZを|}し~めた
 

６ あとでするがたとえばのSプロシア0はタイプであ
るがページが
である
７ いを*してさすがにに@ってな[の!がRにいSプロシア0
のテキストのについてはそのAをほぼることができるようになったが,M
はの"#$%がSプロシア0のテキストの のUのものかとして
いたかに	WXのSプロシア0YZのにおけると-ってよいであろうがそ
れに{だつWXにおいても{zする が/していたまずっての"#
$%にするN として !
"##$$%を げておかねばならないこれら¡ の
T¢についてはいつか£に¤¥¦§しなければと¨にかかっていたが©だ4していない
&'!()'*もとほぼª
M«であるがのみをコンパクトにまとめたものであるなお!+,-
(./
あるいは 01(
.+まで¬るとさすがに­®zきということになるであろう
のテーマはうことなくプロシアにめた	と
なめ
であるがのがらむをするときずしもな
にづいて に!するばかりでもないという１"であろう
プロシアに#する$な%&は'()や*+,-からのものだけで
ははなはだ./ないものであったが0123の4567がいにそれを8っ
てくれたとは9っても
:で;<できるようなものでもなくその=>
もなかったので?@してみることにした
８
ABCDのEい?@のノート
はFもGっているHはずであるIそしてそこからJられたKLの%&をベー
スにしてMNにいくつかのOPからプロシアに#するQさいR6もS
まれたがいまはTUのVWR6とXYするそのZしばらくのプロシア
に[くことのできない$6\]^6\との_`いをaることでbc
にdeされるTUfの4g7をhりiることにする
ところでjしkにそれるがこのl`にぜひともmnしておきたいこと
があるoに'()やpq)のあちこちでしばしばrにする!stな
mnはuの-vのwxyじzxyじであることがjなくない{なる
|きXしならまだ}はjないがあたかもK,Mのmnを~うかのようなw
xyじはこのCなくであるというのもプロシアの9に
9して4そのにはかなりのりがある74としてのがく7
4@はいわゆるX@であまりしいとはいえない7といった
コメントがのあるHとされるI$の9=-の#r
のできわめて!にcとべられているもちろんのバルト
=あるいはプロシアのqののにもuのニュアンスの
が られることは,Mであるしかし!な¡いはZUはq
H I
８ ¢£による=¤6\の¥¦§に]^でZc<みiすべきとしたものは¨>?@
しておくことをFでも=Sには©めているªcは«¬­$にづいて®¯し°±して
いるしたがって¢£を­$に?@する²はとりもなおさず³の®¯のための
²である´にµすための?@は³の®¯のY¶をよく9えば	け·える9いに
よっては³の®¯を¸し¹けることにºぎない
でありともプロシアのテキストをにったの	
であるとい
うことであるしかもずしもの	
でもないそれにし
てはではないではスラヴのというこ
とになっていたしたがってプロシアの !"は#$がいと 
われているとか%&'に(れがく)*+を#くらしいというのが
せいぜい えるところであろうがそれでは,-./としての!0が1わ
れるそこでどこかで23れたの4 あるいはその567じこ
ちらの89+のほうが:いをあたかも;<の=>と?@にAづく4Bのよ
うにCいているのであるDEFGもそこまではチェックできなかったので
あろうがこの),-のHIJ#$はせっかくのあるKLMのKき
いNOとなっているといえば いPぎであろうか
９
このような いQでRS
にTじないU をVした	はまさに#$WのXYをZされている
プロシアテキストのC&'の=>が/の[\]^のテーマであるから
であるそしてもちろん#$を_`することが-Jではなく%a
Jにはbc)が-dつC&'にシステムとしてefghとのijがあるので
はないかというkのlでmあるいはnoのC&'をC&p]とし
てqrしたものである[\]^ではsteghにuvしたがのちにモ
ノグラフとしてC&pwxC&epwxをまとめたそしてy@による=
>ではなくのz{=>があったことも|け}えておく
プロシア=>の~のSりとなった のにj
してはなにぶんにも	
のDEであるから3Sb89をので^
したところいに	
に２EがDたばかりでCのくすんだEと
ってしいCEがSに3った
くをてさすが
 
９ までOしたわけではないがのKの,-はのことながらしかるべき
がな=>のを り¡んで./しているスラヴ¢ji&の１,-を£い
てバルト¢jiの¢,-については/もしばしば¤¥¦§として¨©しているある
いはªの,-の./がKLMwの«¬の)­であったことがすべてを®って
いるであろうか
にではれているところで	
はがバルト
のめのつもりでとりかかったプロシアにはその	
これにかかりっきりであったのの	となるがのプ
ロシアにとってもな	
であったと い!されるになって
	
	
さらに"って#$あるいは%あたりまでさまざ
まな&'()を*することができるようになったがの+,-で
とりわけマイナーといわれても./できないプロシアに0み*れた
にとっては	
に1234のな5がほぼリアルタイムで*
できたことはの6き7まりを89せずにすんだことも:めて;<
=のなにものでもなかった	

の>?@AはBCではあるが
CDCEおそらくF	にGって*HIであったものがようやくBCさ
れたのが	であったのであろうそしてJじ	にKLで/(M
>バルトNOA


 
	
	がP6されたこの/(MのDCQであるペンシルヴァニアRST
Oにおいて	にUVされたおそらくKLでのバルトNOWXで
のYZがベースになっている;いにも([5\に]されていたそこ
に^_された`/(によってプロシアを:むバルトのabによ
うやくcdeれることができたといえるfえてWXのgVにしてこの
/(Mのhのijでもある 
ペンシルヴァニアRST
Oklとはそのcdにmnすることになるのであるがすでにこの
oKLにおけるバルトのpqrjsであったことはやがての
にTきいtuをvえることになる
KLおよびヨーロッパのwxとりわけoのwドイツのバルト&'(
)についてはyzに{|3}でかなりい	
のDCsさえ~Pで*
3}であったしかしバルトのはリトアニアoは
ソ'のリトアニアLとラトヴィアJじくラトヴィアL
であったはずでKのDCs&/(にもリトアニアラトヴィア
 
でされた	が
んにされていたところがにお
いてはそういった	をることもにすることもきわめてで
にどこかの	にされていることを !するほかなかった
いまでも"#はほとんど$らない%を&える%'を(て)*ではよう
やく+,な-.は/らかの0で1においているが23も4めてバ
ルト56の78に9してはわがはいまだ:";であるといっても<=
>ではない+,なときに?@にABできないというCDEはこれまで/F
となく(Gしてきたところである
さてHび%Iの	にまつわるJKにLるがMNの 
	
の'OいPQのうちRプロシア5をSTとする２つのP	が
%と%にUVいでされたすなわちWRプロシア5-XY３
つのカテキズムのZ[\と0;\]

およびWRプロシア5^]

いずれ
も_P`のaするペンシルヴァニアbc<6のであるRプロシア5
がd`にとってefghのijでこの２つの-.はこのkもなく
l,なmnとなったM`はop\-のテーマともに9qしo\r
sではあったが23をtるとちにuvwでxりyせたz{があるo
p\-ではそれ|Mに}~されていた 	
の\にSする\の
rと

いう0をとったがRプロシア5に9するd`のはとくに%
Iにおいては 	
のPQをのりとしていたまたs`
はsのRプロシア5をにしたものでかつl,な-
.をなくフォローしするうえでこの-.からけたw
はりれない
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による
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!)をけることになる.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///000'1このの2については
でれるかどうか ¡hであるがd`のバルト5のうちのRプロシア5の¢£
¤¥ともO¦は9§する¨であった
プロシアのは	を
らましてとに２つのモ
ノグラフに

まとめたでりのつもりであったがそのもさらに
もけることになったそのあたりのについてはので
ふれることになるがからにかけてはプロシア
の	を える!らいずれバルト"#$さらにはバルト%スラヴ"の
&'に()を*げることを+,に	を-.していた/0に1たる
23ではあるがつねに4にかけつつ56には78と9:;が<なって
も=ればそこそこの>?@Aになった
BにもCれたようにバルト"のDEであるリトアニアおよびラトヴィ
アのFGHは1IほとんどJKLMNでOPにKQに いRめたのはよ
うやくもになってからであるただしつぎにSTするプロ
シアにUVの 	
によるW+XYなZ[\２]はそれぞれ
そのの^くのバルト_の	と`a78とbcの@Aリトアニアの
FGHがKQにdいたeI0のものであるすなわちfプロシアW+X
g１hi

およびfプロシアW+X２i

であるjkKQにはそれぞれ２
lづつあるといってもeIから２lずつをJKしようとmnしたのでは
ないところでWの２]opのqrはあいているがg１h２でsを
tすものであるいずれもuプロシアW+Xvのタイトルをwするが
のg１hにx1するのはプロシアyz{|のすべてをIめてファクシ
ミリでFGしたものである}~DはBにとりあげた 

の
fiやそのでもくからすることがMNであったがQDはlの
られた;にはににすることもCれることもできないHであっ
たこのファクシミリGによってようやく}~のプロシアテキストの
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のをにすることがになったのであるこのが	
およびそれ
のプロシアにとってどれほどきいであったかはを
えるところである

	の はこのファクシミリき
わめてな が!されておりそれ"#$%した&であると'え
る(のだけで)わるつもりであったのか	
*には+,タイトルに
-.２/0に	たる12があるが	*の3には4の-.２/0を56さ
せるような-0の12はないいずれにしても*4には$
"の78テキストをな9とリトアニア:を!け;えてしたこの
.２<によってそれまで=>?の(@の&ABがCDする
78テキストであった のEFGHにIんであるいはそれに
JわるKしい78テキストとしてL=MからNればすでにO@>?Pの
QであるがL	
そしてRSも(TKかつTUの78テキストのVW
がXRした

さてそのYZの[\であるが]ソ^_の
Jにはこの`のQを
4に9BしてaYするというシステムがbcdい5eにfづいて5
g9Bするかさもなくばたとえほんのh*Pの-Ki&0であっても
もはや&としてYZするしかない;えて]ソ^_の
Jにはロシア
 (
 とは'えの２jbは,#どれほどbkのlにmきnっているであろうか.１
/には/hとある.２/には/hのopはない(２q/はこの`のQ
にしてはrなくはないわがkにおいてはさすがにstなuv&wにはxyされている
ためしにz{すると９|ヒットした(}~のxyもh|はあるであろうにおいては
かのhになるであろうがしかし/hの@はおそらくkにxyy(されて
いるものとわれるれさらにはといったがdいので5e
に9
BしないりXなYZがめない"のYZ[もしてのことではなく
oのv&wび}~によるYZもそれぞれにのQYZ[lのルートによるもの
がrなくないであろうあえて"のYZ[をするのものみにえられた
を するためではなくこの¡¢のQのYZ[が,£¤にされるところから
かなり¥け¦れていることを§えるためである
 ¨にもべたようにEFGHc©*にわたって78テ
キストのª«のページ¬mhの12でプロシアの­や®¯のテキスト°でのxS
を2すのが±²であった はモノグラフ³	
  	
´&.j		*(においてµの12とbの
ページ¬m12.２/の78テキストにも12されている(を¶oする1o·を
¸みた¹Nではºc¤にはの78テキストの12すなわちbのページ¬
mhの12(に»,する3¼がましいと½える
のの	
でかれたはのにはめった
にされることはなかったまたののについても
けの がなく!"かしてヨーロッパあたりの#$の
リストにされればあわてて%&して'がよければ(に)るという*
+を,つしかない-するに.も/も01は2して3らないのである
もちろん45に6けば7であれば)(89であろうがそう:;
に<けるわけでもないその=の)(>?も@めてABが"Cにわたっ
てDEFGのHがIえないのはJにもKにも&L)(のMNOさであった
ともかくもCPの の２Qはそれぞれに)(のRSがでは
なかったTU１VWを)(したのは	"Xのうちではあったであろうが
すでにで%&することもできず#リストにもYZたらずしたがっ
て[\に]^を,つしかないと_`していたaはこのファクシミリN
bは2cdZeにfgVのロシアfhのiのjに*+Yつけklにm
nをしておいたo"Rったあるeほぼpeにqなる２rの#リスト
にZsのtがuがっていたのRvwからってもこういうときはx
ずy>に%&しておくべきであるどちらかJ>がヒットする89zが{い
しダブってy>が|たとしてもいわゆるT}~Wとえばよいの
y>とも|たもしばしばじたことでmはこののであ
るに!も#リストにuがってそのつど%&しても)(できない
もしばしばであるつぎにTU２VWにあたる

"のの)(
RSはTU１VWとはくqなるが'にM8な|がなって
こちらもに２Qが(にある"Xに)るころになるとの
fので5のバルトcBと のCでする]^
ができめていた
"のファクシミリの Bである f
とも"¡から(¢のやり£りがまっていたそして

"のTU
２VWはまず BN¤から¥られてきたABの
"のモノ
グラフを¦ったのがだったかどうかP§はM¨かであるがサインととも
 
に６のがっているそれだけであれば	すべき

なのであるが	
の
のからあとのでこちら
はくのヴィリニュスのであったらしいから
	
のじにのサインをれてってきた !がられ
てきた"#はいまだに$%しないままであるがともかくも&いと'()*
が+なって,-として./２01も２23したことになるともあれ
	
からはその も45を6っていただいておりまた7!の
のモノグラフに8する59をヴィリニュスのバルト:;<=
にいち>く?@していただいたりしたにAからのモスクワBC
のDEにFめてヴィリニュスをGれたときHのIJのようにKLされ
て.ようやくMたな1とNをかけられたすでに	

はバルトOのPQをRめSものTUをVえているWであったがXM
のYということでZまで[いてもてなしてくれたことも\かしい)い]で
あるこのヴィリニュスG^の_`もabでcべたい
dプロシア:efのバルトg:hiバルトj:hiのklm
のnop
3もqFのほどはrsの]tにuられていたリトアニアラト
ヴィアvの]tがwxにyzにってこないことに{|の}~はあっ
たがrsにドイツやオランダで]tされたkl5や:5pだ
けでも|なくはなくまたじてなものが{いのでそのでは3w
であったとjえるそれよりかリトアニアやラトヴィアの]tは
にはそれぞれのバルト:で5かれているのでまずは:にj:
をにつけておかねばならなかったしかしラトヴィア:はもちろんリ
トアニア:もいまだになくめるというほどのレヴェルにはしていない
Sをするにもwwにはらないものであるが3をげびをする
wではないのがももらないの であるせめてリ
トアニア:だけでももう|しまともなものにしておきたいと¡Cも
を¢めている
 
リトアニアのは	あたりの
でかれたもので
のはにたすがはであったのなもの
がなかなかにらなかったリトアニアとドイツのはな
もの なものはあるがとのはリトアニアにアクセン
トの!"と#$%の&'()がないという*+にとっては,- な./
があったリトアニア01で23されたができるようになってこの
45はようやく67されたが89も*+にとっては:なのに
;<が=るであろうなお&'>はいちいち?げないが@AのBC

でよいものが23されているまたD0においてもようやくEF&'
が23されたことをGけHえておこう

IJな&'KLとしてはアル
フレッドMセンのNリトアニアハンドブックOP１Qが

RSであろうこ
の&'はTUリトアニア&'にVW&' XYをHえたといえるよう
なZ[でリトアニア1\で23された#]の&'ハンドブックであるセ
ン はフランス^まれであるが_のころアメリカに`aしBに
ペンシルヴァニアでそのb^cのdをeごしたfghiをjく
	
klもそのmnのSoであるがアメリカにおけるバルトp
bのqをrいたoであるsのハンドブックはP１Qが&'であるがtは
P２QがP１Qにuvけてwに23されているP２Qはリトアニア
からTUリトアニアにいたるxUyジャンルyのテキストのアンソロ
ジーとグロッサリーにzてられているP２QがP１Qにu{して23され
た|}はIらかにしないがP１Qの&'6~のにしばしばuに{
されたP２QのテキストにおけるがG(されていたりするEF
&'をえてよりのリトアニア&あるいはよりいxUのリトア
ニアにみむとしてP２Qの 	
と をP１Qの
&'をKしながらじっくりとみこなせばリトアニアにするな
 
 nNニューMエクスプレス リトアニアO
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	
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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をすることができようなおロシア	の
からのでい
くとリトアニアについてもでされたアカデミーや
がするであろうとはしていたがやはりそれらをにに
することができたのははるかに のことである
バルト!"はリトアニアラトヴィアおよび#プロシアの$
%&$%および'$%(#)$%*!"が+,となろうが-.で
ヨーロッパにおいては/0123の45からのバルト6の789:
(および;<*の23が=;%に>バルト623?として@わ
れているABあるエンヂェリンスCバルト6の7Dと9:E

とFもGH
あるスタングCバルト623E

がよくられているものであるエン
ヂェリンスの.はIJが

いちKくLできたJM(	

*の&によるとラトヴィアNからのリトアニアJ(

*が(Iへの*OJのベースに
なっているとのことである&$PQでのRJというのもSしいかもれ
ないリトアニアJの.のLはずっと になってからであるがそれよ
りTにラトヴィアNをにすることができたというのはこれはUV
のことであるがロシア)のWXYをZしてエンヂェリンスの[\]
( !*の^１_(*がLってきたラトヴィアの
をにしたF`であるa４_のbcであったがde４_６Pfで
"gにhdしたa_をijよくklしてLできたmにはnoホッとし
たことをpえているqrのラトヴィアNは^４_(^２Pf*にsめ
られている にバルト$のtuであることをつくづくらされたエンヂェ
リンスであるがラトヴィアでかかれたものはにvえなかったものの
ドイツやロシアで)かれた[\にはいにおwxになったたとえば
( *#
 $%!&%
'"
 (	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これも４２	に
められているプロシア


２	に
されているスラヴバルト

などはい
でしたまたにはっていないがエンヂェリンスのの
あるラトヴィア !ドイツ"	
	が #$%に&
'されていたので(ながら)*して+,も-.にあるもっともおい
それと/の0つ12ではなかったしいまだにそうであるおそらく3に4
5のままで6わるであろう78までに9:しておくとこのはタイト
ルどおりのラトヴィア !というよりもバルト;の<=の>でのラトヴィ
アの !:?であり@AかつきわめてBCのDEであることだけはFG
いない
スタングの$はH"IJたっていたがK$LをMしてNMにO 
しNMに-した+,はそうでもないがPQはRSのH"2はH"
ITっていてもUOすれば-できるものがVくあったノルウェ
イのH"2もそのWにXれなかったわけであるなおさらにロシアのH"
2さらにはバルト;YのH"2がZも[も-に\]を^うことを_`す
るaである
エンヂェリンスのスラヴバルトにもうbしcれておこうde
がおfgのようにhえているiバルトスラヴjはもちろんklmで
はないがいまひとつnえ]いところがあるひとつのopはqrなこと
でこのテーマはstのeのuvをwえるほどののxyをこなして
なおかつひとつのzfに{して|}とともに~えをHせねばならないこと
からなかなかEにづき]いところがあるひとつのzfとはiバルト
スラヴMjというにも$いたのR;<=
 	
 

４２	に
 はラトヴィアであるがドイツ


	
 	がりよくリプリントH"さ
れていて-できたなお?のプロシアに{するijUのなUはこの$
におけるエンヂェリンスのUにあるようであるただしそのUはなんらニュ
アンスを^うものではなくqにをしたものである
 !	

のqはいまだgにしたことがない	
ののテーマであるこれをとともにめるかか	あるいはその
いずれでもないか
というえもありるは	バルトとスラヴの
にわるものにとっては	けてれないであるエンヂェリンスの
はのにされたかつ な!"である#$	%&	
'(のすべてにわたってバルト)とスラヴ)を*+,-し	./とし
て	0バルト1スラヴ23にしては	いわゆる045/63の78を9
7した
たまたまバルトの:;とスラヴの:;にわっているが	0<=
>3などという2には?はない	というのであれば	それはそれでよい
しかし	0<=>3に@する?もなくてバルトとスラヴのAに
わっていることは	BCDとは<わないが	EにFGとHIのBJである
KなくともL6はこの?をM１にして	スラヴ
ロシアからバルト

Nプロシア	そしてリトアニアにOPしていった
Qしくは	O
PしようとRみたが	STには0UI3にVってしまったまた	このよ
うにも<えるバルトのいずれかにわる6はしばらくWいて	スラヴ
のいずれか	たとえばロシアにXわり	なおかつ	その<のYZや[\
に]Kとも?を^く6であれば	ほとんど_`にスラヴaとバルト
aとのb	cいては0バルト1スラヴ<=>3についてのd/になん
ら?をeせないというようなことは	L6としてはfgをhえるものがある
さほどエネルギッシュでないとしても	<の!"には	どこか	:iに
jkしてlmnoなpqがあり	HIのrsをtれがちなようであるそ
のuvではなかったが	.wにはバルト!"のM１xyは	zを{す
るものとなってしまったその|}をここまで~ってきたわけであるが	
}は	Nプロシアにりつつ	:で	Nプロシアのからのを
るHでもあったしくはのにる
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